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太陽活動最感JltJ附近に;t'、ける

クロ波太陽fE波の!日「かな太陽成分についてマイ

7 イクロ波太陽'屯i伎にはよく知られているように異常

幅射 S!点分およひ符かな太陽成分の 3つがある.これ

等の中 Îjj~かな太陽成分!ま彩府およむコロナからの熱恨射

と考えられ，この成分のスペクトノレはこれ等各肘におけ

る電子密;主，逗子治i度の分布を求めるために TE要てあ

る.

Labrum 1は 1420Mc/sにおける十字アジデナおよ

ひ1有北9-J;子干渉けによる観測結果から太陽活:効むー盛期

附五(1958字〉の般かな太陽成分を求め，強度'i最哀期

のときに比べて約 2(だに鴎加したことを見出した.我々

の 4000Mc，s 干渉r~rによる観測結果も|百l総!こ静かな太陽

成分は約 1.6(告に地加したことを示しているが， 9400M 

CiSでは殆んど変化がないように忠われる. こ乙では己

[ζ一部報告・したものもあるが，1957--58年の太陽活方設

盛期にお'ナる 4000Mc/s帯の静かな太陽成分，およびこ

れと日食鋭測(2)から求められた1000，2000， 9400 Mc/s 

のj玲かな太陽成分について述べる.

清

て民期!i¥Jの記鋭から静かな太陽のレベlレを機定しなけれ

ばならない.最近のi高分解能0)アンテナによる観測によ

れば，(5) 4000 Mc/s骨子では 5成分源の大きさが小さく煽

IHは主として黒点の」二から出ていると考えられるから，

カノレνクム羊毛斑の kからの粍i射も強い 1420Mc/sIC於

ける程持かな太陽のレベノレを見出す乙とは困難ではない

であろう 1957-58年で太陽函の一部が比較的静かであ

ったと思われる日の記録をモね合せ，その最低包絡線を

求めると第 l図のようにな{O.第 l図凶は57年， (IJ)は
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58年で静かな太陽のレベノレは;大体指lじである.又110図

には観測曲線のζ のレベノレiζ近い部分のみが霊訪'Uてい

る.57年では 1月から 8月頃迄記録の一部がとのレベル

近くに下っている臼があったが，9月から12月の問は太

陽活動がきわめて活務で，特に11月から12月の聞は静か

な太陽のνベノレは更に上っていたかも知れない.併し58

年 2 ~3 月頃には再び乙のレベルlと非常に近い部分をも

っ記録が得られている.例えば 3月17日の記録を第2図

E 

1957-1958年¢静かな太陽のレベル

D・sK詰:Jw 

第 i図

4000 Mc/s帯における静かな太陽

太陽活町五立以期 (1954年頃)(1::::於ける 4000Me/s干渉

計(ビームmm1ffi4.S'，南北40
) による静かな太陽の東

西万向純度分布の鋭iJtiJ結果については己に報告 (3) した

が，この均合には太陽面lζS成分211である活動域が少い

ために Christiansen等(4)の方法によって短期間の観

測lから容易に静かな太陽のレベル (静かな太陽のみを走

査したときの記録に相当するもの〕を見出すことが出来

た.n[lち毎日のス;陽面東西方向走査記録を 1カ月i:FHζ区

切って重ね合わせ，その最低包絡線をその月の静かな太

陽のレベノレとすることが出来た.併し太陽活動が活i穫に

なるにつれ短期間の記録から般かな太陽のレベノレを見出

すことが困慌になって来る.~Iζ太陽面東西の縁附近で

は黒点等の動きが見掛上おそくなるために次々に多くの

活動成が集るようになり乙の部分の静かな太陽のνベノレ

が観測されることは応めて稀であると考えられる.従っ

2. 



第 l 友

周波数 IUni{orm disk I U成分IE成分IB成分の強
Mの|の大きさ (Ro)Iの強さ iの強さ|さ(U+E) 

9400 I 1.1 235 19 

3750 I 1.15 105 17 

2000 1.15 80 I 26.8 

1000 I 1.2 I 70 I 26.4 I 

強度の憎仰は 10-出 .W・m→・ (c/s)-t
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たが，，W>かな太陽成分(B成分)についての粘 '1~を記すと

第 1表のようになる.B成分をU成分とE成分l三分け，

U成分の源は-JLな明るさの光球lr:近い大き..:をもった

円板状のもので， E成分の源は東西の絞近く赤道H~近に

分11Iしているとした.3750 Mc/s以外では下沙JI"がない

のでU成分は求められるがB成分の佑かIl封書ょ!とめられな

い.従ってE成分の値も求められない. そのたν3750

Mc， sの毎日の観測値と他の周波数の鋭iHlJ備が非常によ

い相関のあることから，3750 Mc sの 122uIlItsに拘当す

る値を他の周波数のB成分とした.111 11;.のUl.γ E成

分の値を用いて各阿波数における日食観is:Jt:古足か矛盾な

く説明された.

1959年 5月， 9400Mc/sに於て 8*iFh少，1l"lI)WJjljが，

1960年 7 月には 16~T-ヂ沙3十閣の鋭iUiJがはし・3 会れた

が，これ等の鋭測結果からよRめられた般かなど品以分の

強さは，fl也の周波紋で:大きく変化している.リバらす，

1959年から61年迄糸んど変化していない.1961主 2月の

9400Mc/sの般かな太陽成分の強さは 243unitsーらり，

254 
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このことから 9400Mc!sでは太陽活動によって静かな太

陽成分はほんの似かしか変化しない ζ 忠われる.

常 11<のB成分の似から太陽の見掛けの明るさ己I!t:電

波太陽か一様で火ささが光球と同じ cした ときの明るさ

1冶 を，スU成分の;iJの大きさと強さから太内面の由心

の明るさ Tじを計算すると第3図のようなスベクト νが

得られる Labrum(l)か1958年の桜測からオ心・仁 1420

Mc/s における Tcは約 1050Kであるが， ;!~ 3 1"1のスヘ

クトノレでもこれに近い値になっている. 市 31・!こはス

C. W. AlIen(わによって与・えられた乙の前の太向活動最

盛期およひ最茨j切に?ける Ta，Tcのスヘクト，，"，，/そ比較

のために示しである.Ta及む・ 1cの{漬か)i.li皮飲の低い

方で大きいことはコロナの電子密度の増加がこのiおの最

盛期のときに比べて大きい乙とを示している.

Piddington(!O)は太陽活動最哀期における太陽面中心

の明るさのスペクトノレから彩層のモグノレを計算した.彼

lζよれば中心の明るさは 600Mc/s以上では

;ζ示す. 光の観測(6)でも中央NS線の西側lζ干渉J十の

分解~Iζ対し充分広い活動械のない部分があっ たが，ア

ンテナのサイドビームによる西側の大きな電波iU;[からの

彩管を(電波源の大きさが 4-5'のとき，ピークの中心

より 5'以上はなれた処ではピークの債の 2-3 %f'E皮)

考えれば，乙の月の静かなλ;似のレベJVは第 lXは 21'.<1

lこ示されているものと考えてよいであろう.

1954年Ir:於ける観測結果と比較すると東西方向制度分

仰は正弘波形l乙近い形から原形状iζ近くなっていっ十乙

とか分る.干渉計の観測3oS*の下の面wは 3750Mcsで

測定している太陽全体からの恥FHの強さに比例している

から，静かな太陽のレベルの下の面積から 3750Mc/s1ζ 

於ける併かな太陽成分の強さは 122 X l0-2~ ・ w ・ m-~ • 

(CiS)-1 -1-5 %である ζ とが見出される . 太陽活動最~i

即1のときの値77X10一主主 .W.mーヨ・ (C/S)-l(7) 1ζ比べて

約 1.6絡になっている.

市 l図の際かな太陽に対する記録から，東西方向分布

を計算し得るが，(3)太叫が球対称と考えられないので二

次元的輝度分布をそれからJ十}~する ζ とが出米ない. 併

し1958年 4月19日の日食観測から成程度二次元分イIIを准

定するζとが出来た. 特lζ他の周波数と共l乙静かな太陽

商の中心の明るさが求められ，その周波数スペク トノレが

得られている.

1958年 3月17日4000Mc/s干渉計の記M司王 2図

日食観測結果と静かな太陽成分の

スベクトル

1958年 4月19日の日食観測結果については己lζ報告し

3. 
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お3[刀 Ta， Tcのスペク トノレ

一一一一ーー C. W. Allenの太陽活動最盛期

ーーー一一 C. W. Allenの太陽活動最哀期

Tc=a+bj-l十cj-2(a， b， cは常数)で表わされ，

最初の 2項 a十bj'-lは彩)雪および彩層とコロナの問の

Transition layerからの幅射を， 第 3項 cf→(まコロナ

からの絹引を表わす.今第 l表のU成分の績から計算し

た 4つの周波数!とおける Tcから a，b， cを求めると

17 

a= 5 X 10~ oK， b=4.5X 10l~ oK・(c/s)ぺ， c=18.3X 

10旬 。K・(c/s)ーヨ となる. コロナの電子密度が増加し

optical depthが増すと周波数の低い方で Tcは上式の

ように表わされなくなるが，1000 Mc/s以上では近似的

lζζの関係を用いてもよいと考えられる Piddington

が統計的に求めた Tc のスペクトノレから ~I'算 した太陽活

動最哀期の値 a=5800oK， b=4.1X 101~ oK.(c/s)一人

c = 1. 1 X 1 02~ 0 K・(C/S)-2と比較すると， 彩層および

Transi tion layerからの幅射は殆んど変らないで， コ

ロナからの幅射が著しく増}111していることが分る cは

コロナの電子温度を Te， 電子密度をN，光球表面上
..00 

hoの高さより上をコロナとすると (と/Te町¥N2dh 
.) h(， 

と表わされるから， cの値から コロナの電子密度が

Allen-Baumbachの値 (van de Hulstの太陽活動最

盛期の時の値と略々等しい)の何倍になっているかを簡

単ilC計算することが出来る. 今コロナの電子温度Teを

10
00

Kとすれば， コロナの電子密度は約 1.6倍lと増加し

ている ζとになる.乙の時 hoを 10Jkm，(=0.145とし

ている.もし Te=2 X 106 oK とすれば 1.9倍となる.

NewkirkのKーゴロナメーターの観測(11) によれば，コ

ロナの電子密度は 1956~58 年で van de Hulstの値の

2.2倍になっているが， 乙れはコロナの電子温度を 2X 

1060
Kとした場合の電波の値lζ略々等しいととになる.

Transition layer ，ζ於ては電子温度が急速に減少し，

電子密度が地加して行くと考えられるが，乙の庖の電子

後度， 温度は Tcのスペクトノレのみでは決定することが

出来ない.併し Piddingtonの絞に N2T一%が Ae-sh

勾形で表わされると仮定すると彼の導いた式 Te=a+ 

b/〆T.Ct， α=C1》小企dh，('=0・lを用いてNおよび

Teを計算することが出来る φ 今Nがコロナの値と連続

であることを考えると huを 101kmコロナの Teを

2 X 100 oKとすれば，電子温度が 10Jkmから 8X 10skm 

の 2000kmの問で 2X 106 oKから 5X 103 oK迄急速に下

る乙とになる.従って光の鉱測結果(2)と矛盾しないた

めに huを 6~ 7 X 10なm と考える必要があろう.コロ

ナの Teを 1060K とすると温度の傾斜はややゆるやか

になる.彩層のモデルを第 4図に示す.コロナの電子密

度は Te=2 X 106 oKの場合 Allen-Baumbachの伎の

1. 811音， 1000Kとしたとき1.5倍となる.

Athay(l3)は同じく太陽活動最哀期における Teのス

ペク トノレから光の観測結果を用いて彩層のモデルを訂・算

した.彼のモデノレ(ま光球表面上4500km迄は温度65000K 

の低減成分が多くその中lζ2500001くの高温成分がある.
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守H同 f~庖及び Transition layerのそグル

そしてそれより 1'.は 25000.Kの低混成分である spicule

がlc;iIJ品成分の中に入り込んでいるものである.この後の

高混成分は温度が 100 • Kてコロナの一部と考えられる

が，最盛期において比のコロナの混度が 2X 100 
0 K にな

り， 'i{t子 ~\I.廷が AJJen-Baumbach の値の1. 8併になっ

たとすれば Tcのスペク トノレを近似的に説明すること

が出来る. ス電子省、r!.tが Athayのモデノレ 3.8X10sx 

exp(-2X 10-10")の2.2佑で温度が 106.K としても同じ

く説明fU){とる.第4f_:i]のモデノレは Alhayの 2つの成分

からなるモデルを平均したものと考ーえられる.以上のζ

とから太陽活動最盛期lζ於てはコロナの電子密度は

Allen-8aumbachの備の1.5-2倍程度になったと考

えら;!tる.

4. あとがき

1958年 4月19日の日食観測結果報告の際簡単に述べた

よう !r，長JlJHζ七(る4000Mc/s干渉3十の記録から1957-

58年で3750Mc/slζ於ける静かな太陽成分の強さは122X

10-詑 .W・m-2・(c/s)吐 でこの前の太陽活動最表矧の

ときに比べ約 1.6倍になったと推定される.一方最近の

N _ 

cm-

10" 

下;以!十の似測は， 9400Mc， 5ては数%しか変化し7ぷ、ら

しいことを示している.日食ぬ測結束から得:)i ，f"静か

なぶ判的iの中心の明るさのスペクト/レから，コロナd電

子酎突か 1958年頃では Allen-Baumbachω他。 1.5-

2 f:~: r，:皮になっ ていたと汚えられる.

終りv祁々f品It片噂御討論を頂いた問中教授!てY;'< i，'lpイL
Lド1:げます.

10'0 

文献

10'" 

(1) Labrum， N. R. Ausl. J. Phys， 13， .1. 700 

'19(0) 

(2) Tanaka， 11. and Kakinuma， T. Rep. 10110s' 

phere Res. .lapan， 12， 3， 273 09回

(:1) Kakil1uma， T. Proc. Res. TnSl. Alm口語phe'

rics， 3. 96 (1955) 

(4) Christiansen， W. N. and Warburton， J. Aust 

J Phys. 6， 262 (1953) 

(5) Swarup， G.' Stanford Radioscience Lab. Sc'， 

nr 

Rcp. 13， (1961) 

(6)バ!J;tズズ台1.G. Y. Solar Map. 

(7) T日naka，H. Proc. Res. Tnst. Atm(>，pJwrics， 

3， 117 (1955) 

(8) Tanaka， 11. : Proc. Res， IllsI. Atmospherocs， 

8， 51 (1961) 

(9) Allen， C. W. 1. A. U. Symposium. No. -1， 

Rad，o Astro!lomy， ed. H. C. van dc J!ulst， 

Cambr，dge. 253 (195η 

(10) Piddington， j. H.: Astrophys， J 119. s:n 
(1954) 

(11) Newkirk. G. Jr.: Paris Symposium 011 Rad，o 

Astronomy， ed. R. N. 8racewell， Stanford， 

149 (1959) 

(12) de Jager， C.: Paris Symposium on Radio 

ASlronomy， ed. R. N. Bracewell. Stnnford， 

89 (1959) 

(13) Alhay， R. G.・ ParisSymposium 011 Radio 

Astronomy， ed. R. N. 8racewelJ， Stanford， 

98 (1959) 


